






症例 2272gm 女児 

 主訴ボホダレック孔ヘルニア 

 現病歴 29 才の母親,妊娠 31 週の超音波断層で胎児の心臓左側に cystic な部分がみら

れた。妊娠 35 週の胎児造影により Bochdalekヘルニアの診断が確定された(写真－1)。妊

娠 38 週+1 日,計画通りに手術室にて全身麻酔下に帝王切開,患児は sleeping baby の状態

で誕生後,直ちに気管内挿管され,引き続き横隔膜ヘルニア修復手術を受けた。 

 手術所見 開腹所見は左横隔膜ヘルニア,欠損孔は 3.5×3.0cm,横隔膜の前縁のみが存在

し,後縁は欠損していた。左肺のサイズはクルミ大であった。欠損孔を修復,左胸腔ドレー

ンを挿入した。 

術後経過 術直後の肺胞動脈酸素隔差AaD02は600torr以上あり,右左シャントをしめてい

たがトラゾリンの開始とともに AaD02 は低下した。パンクロニウムを定時投与

し,controlled mechanical ventilation とし,ドーパミン,トラゾリンをもちいて Pa02 は

100torr前後に保たれていたが,術後5日,突然PFC(persistent fetal circulation)となり,

術後 7日に呼吸不全により死亡した。解剖所見として左肺低形成がみられた。 


